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　要旨

　近年，インターネットなどで「脳内音楽」という言葉を見かけることが増えてきた。これは，実際には音が鳴っていないのに，頭の中で音楽が鳴っているように感じる現象のことであり，本人が積極的に鳴らす場合もあれば，本人の意思に逆らって音楽が流れ続ける場合もある。脳内音楽には，「自分で作りながら頭の中で歌う」といった即興的な創作の要素も含まれている。私は，そうした実際の音にならない想像上の即興演奏に着目し，今回のテーマ「頭の中での即興演奏」を設定した。

　本発表では，「頭の中での即興演奏」に関する広島の小学生児童を対象に行ったアンケート結果と，「頭の中での即興演奏」が重要な要素として扱われている2作品（Pauline Oliverosの「ソニック・メディテーション」と寺内大輔「内と外」）を紹介する。

　このテーマは，まだ研究初期の段階ではあるが，即興演奏研究の可能性を広げることを期待して発表したい。

　　　１．脳内音楽と頭の中での即興演奏

　　　２．頭の中での即興演奏の実態調査～小学生へのアンケートより～

　　　３．作品における「頭の中での即興演奏」

１．脳内音楽と頭の中での即興演奏

　近年，インターネットなどで「脳内音楽」という言葉を見かけることが増えてきた。これは，実際には音が鳴っていないのに，頭の中で音楽が鳴っているように感じる現象のことであり，本人が積極的に鳴らす場合もあれば，本人の意思に逆らって音楽が流れ続ける場合もある。この用語は，音楽辞典，国語辞典には記されていないが，インターネット検索でのヒット数がかなり多いことから
，広く一般に用いられている用語であることがうかがえる。

　そうした「脳内音楽」に関するウェブサイトのひとつ，検索エンジン・ポータルサイトのexciteが2005年9月から2006年12月にかけて運営していたサイト「日刊エキブロ新聞」の2006年2月3日号では，「脳内音楽ヒットチャート」と題したアンケート企画が掲載された。同年2月8日号には，その結果が掲載されている
。

「脳内音楽ヒットチャート」に，アンケートの回答として挙げられた作品のほとんどは既成の曲である。しかし，中には「自分で勝手に思いついたフレーズ」といった回答もあり，そこに即興的な創作の要素が含まれていることもうかがえる。私はこのことに着目し，こうした「実際の音にはなっていないが，頭の中で感じられる想像上の即興演奏」を，「頭の中での即興演奏」として本発表のテーマに設定した。

２．頭の中での即興演奏の実態調査～小学生へのアンケートより～

　頭の中での即興演奏について関心を抱いた私は，まず，2008年7月に臨時的任用教員として勤務していた広島県の府中町立府中東小学校の児童305名を対象にアンケートを実施し，頭の中での即興演奏についての実態を調べた。調査の概要は次の通りである。

　アンケート対象：広島県の府中町立府中東小学校の3年生～6年生の児童305名

　実施日：2008年7月上旬

　　　３年生：男子36名，女子32名

　　　４年生：男子36名，女子52名

　　　５年生：男子35名，女子29名

　　　６年生：男子38名，女子47名

　　　合計305名（男子145名，女子160名）

　質問とその回答

　まず，脳内音楽の実態についての質問である。

「じっさいに音がなっているわけではないのに，頭の中で音楽がなっているように感じることはありますか？」

	
	よくある
	たまにある
	ない

	3年生男子
	17人
	15人
	4人

	3年生女子
	15人
	15人
	2人

	4年生男子
	13人
	17人
	6人

	4年生女子
	14人
	35人
	3人

	5年生男子
	16人
	16人
	3人

	5年生女子
	12人
	17人
	0人

	6年生男子
	11人
	26人
	1人

	6年生女子
	22人
	24人
	1人

	合計
	120人(39.34%)
	165人(54.1%)
	20人(6.56%)


「よくあります」と「たまにあります」を合わせると，93.44％の児童が脳内音楽を経験している。私は，もっと多いと予想していたのだが，脳内音楽を経験したことがないと答えた児童が305名中20名もいたことは意外であった。

　次に，脳内音楽を経験した児童を対象とし，即興演奏が行われているかどうかを調査した。

「その音楽は，どんな音楽ですか？」という問いの中で，

「じぶんでつくりながら，歌うように頭の中でなっている」という項目に対する回答である。

　　　
	
	よくある，または，ある
	時々ある
	ない

	3年生男子
	15人
	7人
	10人

	3年生女子
	18人
	4人
	8人

	4年生男子
	7人
	3人
	20人

	4年生女子
	15人
	11人
	23人

	5年生男子
	5人
	2人
	26人

	5年生女子
	10人
	3人
	16

	6年生男子
	14人
	4人
	20人

	6年生女子
	11人
	10人
	23人

	合計
	95人(33.33%)
	44人(15.44%)
	146人(51.23%)


「よくある」「ある」「時々ある」を合わせると，約半数の児童が，頭の中での即興演奏を経験していることがわかる。

　では，頭の中の即興演奏ではなく，実際に音に出して即興演奏を経験している児童は，どの程度いるだろうか。

「そっきょうえんそうをしたことがありますか？」

（ここでの「そっきょうえんそう」とは，あらかじめ作られた音楽ではなく，その場で思いついた音楽を歌ったり，楽器の演奏をしたりすることです。だれかにきかせるためでなくてもかまいません。鼻歌なども含みます）。

　
	
	よくある
	時々ある
	ない

	3年生男子
	11人
	17人
	5人

	3年生女子
	16人
	14人
	2人

	4年生男子
	5人
	18人
	11人

	4年生女子
	10人
	32人
	9人

	5年生男子
	3人
	20人
	12人

	5年生女子
	8人
	16人
	5人

	6年生男子
	14人
	18人
	6人

	6年生女子
	9人
	32人
	6人

	合計
	76人(25.42%)
	167人(55.85%)
	56人(18.73%)


　頭の中での即興演奏に較べ，実際の即興演奏の方が，経験率が高い。

　この結果からは，実際の即興演奏が，頭の中での即興演奏よりも，実際の音に接することを動機として行われていることが多いと考えることができる。

　これらの結果について，音楽を好きかどうかが影響しているかどうかも調べてみた。

「音楽は好きですか？」

　　
	
	とても好き
	まあまあ好き
	あまり好きではない

	3年生男子
	21人
	13人
	2人

	3年生女子
	26人
	5人
	1人

	4年生男子
	17人
	15人
	4人

	4年生女子
	36人
	11人
	3人

	5年生男子
	13人
	21人
	1人

	5年生女子
	20人
	7人
	2人

	6年生男子
	21人
	13人
	4人

	6年生女子
	29人
	16人
	2人

	合計
	183人(60.4%)
	101人(33.33%)
	19人(6.27%)


　　　　（無回答2人）

　さらに，「音楽がとても好き」と答えた児童，「音楽がまあまあ好き」と答えた児童，「音楽はあまり好きでない」と答えた児童について，これまでの質問に対する回答を再集計してみた。

「じっさいに音がなっているわけではないのに，頭の中で音楽がなっているように感じることはありますか？」

	
	よくあります
	たまにあります
	ありません

	音楽がとても好き
	88人(48.09%)
	92人(50.27%)
	3人(1.64%)

	音楽がまあまあ好き
	27人(26.73%)
	62人(61.39%)
	12人(11.88%)

	音楽はあまり好きでない
	4人(21.05%)
	10人(52.63%)
	5人(26.32%)

	合計
	119人(39.27%)
	164人(54.13%)
	20人(6.6%)


「音楽がとても好き」と答えた児童は，他の児童に比べ，脳内音楽をより多く経験している。

「その音楽は，どんな音楽ですか？」という問いの中で，

「じぶんでつくりながら，歌うように頭の中でなっている」という項目に対する回答。

	
	よくある
	時々ある
	ない

	音楽がとても好き
	73人(40.56%)
	30人(16.67%)
	77人(42.78%)

	音楽がまあまあ好き
	16人(17.98%)
	11人(12.36%)
	62人(69.66%)

	音楽はあまり好きでない
	4人(28.57%)
	3人(21.43%)
	7人(50%)

	合計
	93人（32.86％）
	44人（15.55％）
	146人（51.59％）


　頭の中での即興演奏も，「音楽がとても好き」と答えた児童は比較的多く行っている。ただ，ここで興味深いのは，「音楽があまり好きでない」と答えた児童が「音楽がまあまあ好き」と答えた児童よりも，頭の中での即興演奏を経験している割合が高いことである
。

「そっきょうえんそうをしたことがありますか？」

（ここでの「そっきょうえんそう」とは，あらかじめ作られた音楽ではなく，その場で思いついた音楽を歌ったり，楽器の演奏をしたりすることです。だれかにきかせるためでなくてもかまいません。鼻歌なども含みます）。

	
	よくする
	時々する
	したことがない

	音楽がとても好き
	56人(30.93%)
	95人(52.49%)
	30人(16.57%)

	音楽がまあまあ好き
	14人(14.14%)
	63人(63.64%)
	22人(22.22%)

	音楽はあまり好きでない
	4人(23.53%)
	9人(52.94%)
	4人(23.53%)

	合計
	74人(24.92%)
	167人(56.23%)
	56人(18.86%)


　　　無回答2（音楽がとても好き），2（音楽がまあまあ好き）

　　　　　　２（音楽はあまり好きでない）

　即興演奏をよくする児童も，「音楽がとても好き」と答えた児童に多いことがわかる。

　以上のアンケート集計から得られたことをまとめると，次のようになる。

　　・小学校3年生から6年生の児童の90％以上が，「脳内音楽」を経験している。

　　・そのうちの48％の児童が，頭の中での即興演奏を経験している。

　　・しかし，実際の即興演奏の経験率は，80％以上であり，頭の中での即興演奏よりも

　　　多い。

　　・脳内音楽，頭の中での即興演奏，実際の即興演奏の経験率は，すべて「音楽がとて

　　　も好き」と答えた児童が高かった。

３．作品における「頭の中での即興演奏」

　頭の中での即興演奏は，純粋にその人だけの楽しみであり，誰かに聴かせることができない。したがって，そのままでは「音楽作品」と看做されることはない。しかしながら，頭の中での即興演奏が重要な要素として扱われている作品は，これまでにいくつか発表されている。ここでは，それらの作品を紹介することで，頭の中での音楽が，どのように作品で取り扱われているかを考察したい。

3. 1. 想像行為による美術作品

　音楽作品について述べる前に，美術分野での2作品について紹介しておきたい。これらの作品は，鑑賞者の想像行為を促し，想像行為によって完成されるという性格を持っている。

　ひとつは，Benjamin Pattersonの写真と文章から成る作品『methods & processes』（1962）である。この作品における文章は，詩ともインストラクションとも受け取れるものだが，その一部には「洒落者，一時的な熱狂，銀行家，ボクサー等について考える」
といった想像行為を促す文章が多数見られる。

　もうひとつは，小野洋子（1933-  ）の一連のインストラクション作品『グレープフルーツ』
（1964）にである。この作品のインストラクションは，実際にリアリゼーションされることもあれば，想像行為によってリアリゼーションされる場合もある
。小野の書いた，詩のようなインストラクションを味わいながら，想像上の絵を組み立て，指示された行為・出来事を想像することが求められるのである。鑑賞者の想像行為，想像された結果，あるいはその両方が重要なのである。小野の作品には，こうした試みが多数見られる。

3. 2. 音楽分野における試み

　音楽分野における試みとしては，まず，Pauline Oliveros (1932-   )の『ソニック・メディテーション』（1971）が挙げられよう。これは，グループワークを想定した一連のインストラクションによる作品集である。この作品集でもまた，想像上の音が重要視されており，中にはそうした想像上の音をテレパシーで伝達し合うといった試みが指示されている。テレパシーによる伝達というのは，いささか夢想的過ぎるという意見もあるかもしれないが，『ソニック・メディテーション』という題名が示しているように，自分自身の意識の持ち方をコントロールするという行為に重きが置かれている。

　次に，私の作品『内と外』についても紹介したい。この作品もまた，インストラクションによる作品である。5線譜などの楽譜はない。インストラクションを要約すると次の通りである。

　参加者は，単純なメロディを声を出さずに頭の中で歌う。その際，既成のメロディではなく，自分で即興的に作曲しながら想像する。／しばらく経つと，そのメロディの一部（1音～3音）のみを抜き出し，ハミングで声に出して歌う。／誰かが口ずさんだ音が聴こえたら，その音を自分のメロディに積極的に取り入れるようにし，想像上のメロディに影響を与えるよう努めながら，旋律を頭の中で歌い続ける。

　初演時には，クリエイティヴ・ミュージック・フェスティバル2007の参加者約30名により，約10分間行われた。

　この作品には，2種類の音響が同時に存在している。ひとつは，実際には鳴っていない，参加者の想像上のメロディである。もうひとつは，想像上のメロディの一部を各参加者が時折声に出すことによって現れる，その場に実際に鳴っている音響である。様々な高さ，様々なテンポによる断片が時折歌われ，結果的には興味深い音響になることもあるが，実際に鳴っているそれらの音は，想像上の旋律の一部を交換して各自の即興演奏に刺激を与える目的で出されるもので，聴衆に対する表現行為ではない。

　こうした音響の2重構造の中で，各参加者は，自らの内なる音楽への意識と，実際に鳴っている音への意識をうまく調整しなければならない。この作業は，実際のところ簡単ではなく，初演終了後，参加者の数人から「想像上のメロディと，外部からの音とを頭の中でうまくミックスさせることが難しい。」との感想が挙がった。メロディを想像することに気を取られていては外部からの音を取り込めないし，外部からの音を聴いたきっかけで，直前まで頭の中で歌っていたはずのメロディを一瞬のうちに忘れてしまうといったことも起こるからである。しかし，各奏者は，他人が出す音からの影響を適切に取り入れながら，自らの想像上のメロディを頭の中で演奏し続けるという作業に努めなければならない。そうした意識のコントロールは，この作品の重要なコンセプトのひとつでもある。

　この作品は，前述の『ソニック・メディテーション』から大きな影響を受けているが，『ソニック・メディテーション』が，各参加者の内的な要素のみに着眼しているのに対し，『内と外』では，想像上の音楽が，現実に鳴っている音との関係において作られる。これは両者の大きな違いである。

3.3. 頭の中での即興演奏が，「作品」と看做されるための条件

　以上，紹介したいくつかの作品は，それぞれ「作品」と看做すための共通する性質を備えている。それらの性質を抽出し，私なりに条件付けを試みた。頭の中での即興演奏が，作品と看做されるための条件は次の２つである。

　①　題名と作者がはっきりしており，作者自身が，「作品」としての意識を持っているこ

　　と

　②　「頭の中での即興演奏」の方法が，インストラクションや初演記録などによって，

　　他者に伝えることが可能であること

おわりに

　本発表で取り上げたテーマ「頭の中での即興演奏」は，極めて個人的な音楽実践である。それは，このテーマの面白いところでもあり，また難しいところでもある。アンケートの回答も，個人的体験に基づく内観報告であるため，その回答自体を客観的に検証する手立てがないというのが実情である。しかしながら，その音楽実践が極めて個人的なものであるからこそ，そこに様々な可能性が見出せるのではないだろうか。「客観的に検証する手立てがない」ということを踏まえつつも，そうした内観の報告は極めて興味深いものである。

　2007年のクリエイティヴ・ミュージック・フェスティバルで「内と外」を演奏した時，作者である私の意図や予想とは違う体験をした参加者も多数見られた。フェスティバル終了後，参加者からは「『内と外』の演奏後に，その体験を話し合う時間が欲しかった」という声も挙がったほどである。これには私も同感で，参加者が自らの体験を話し合い，その人が想像の中で音をどのように捉えているのかということを考えることは，新たな音楽表現のヒントを得ることに繋がるかもしれない。

「脳内音楽」自体も，今後様々な研究の可能性があるだろう。今回は3～6年生の小学生児童を対象に調査を行ったが，成人や高齢者を対象とした調査も興味深い。

　また，私は，音楽家として，そうした研究を自らの音楽作品や表現に生かしていきたいと考えている。このたび取り上げた『内と外』に続き，頭の中での即興演奏を生かした新たな音楽実践も考案したい。

　本研究は，まだほんの初期段階である。今後は，本研究をさらに深めていきたい。

�  2008年5月28日現在，「脳内音楽」というキーワードでの検索ヒット数は，Yahoo検索では31,300件，Google検索では351,000件，Goo検索では4,410件，MSN検索では1,700,000件であった。もちろん，これらのサイトの「脳内音楽」という用語が全て共通の意味で用いられているわけではないが，本文で述べた意味で用いられている例は多数見受けられた。また，SNSサイトのひとつミクシーにも「脳内音楽コミュニティ」が存在し，4136名（2008年9月7日現在）が参加している。


� そのアンケートでは105人が回答し，井上輝彦作詞，芝矢俊彦作曲のヒット曲『おさかな天国』が第1位に輝いた


� ただし，今回「音楽があまり好きでない」と答えた児童が，もともと人数が少なかったため，1人に対する割合への影響が高いということも，考慮する必要があるだろう。


�  Benjamin Patterson『方法と過程』Yoshiko Ogawa（訳），Gallery360°，2004年


� ここでは，『グレープフルーツ』を美術分野の作品として記述しているが，その中のいくつかの作品は，小野自身によって音楽作品とされている。


� 1966年，ニューヨークのジャドソン・ギャラリーで開催された『石』に付随する印刷物に挟み込まれた文章『ヴェズリアンの皆さんへ』の中で，小野は，「必ずしも，例えば，音楽を作るのに音のみを使うということではありません。心の中で音楽を作るために，火を10日間見つめなさいとか，心の中である光景を創造するために，1ヶ月に1回だけ水を飲みなさいといった，インストラクションを与えることも可能なのです」と述べ，実現不可能なインストラクションの実現を想像することを作品の意図としていることを表明している。


　帯金章郎他（編）『Yes Yoko Ono －[Yes オノ・ヨーコ展]』朝日出版社，2003年，pp. 165-166


� 寺内大輔『内と外』，2007年
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